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LIP－O……くちびるの開き
JAW－O……下あごの開き
ρ……………相関係数
と／a／＝0．　4i，／i／　・　o．　42，／u／＝　一〇．16，／e／＝0．37，／0／　＝・　O．　2．？．となっており，
／a／，／i／がいつつの母音分布のなかで大きい数値を示している。また，この
いつつの相関係教のうちで／u／だけがマイナスとなって，逆根関の関係を数
値が小さいながら一応示しているのが特徴的である。一方，／0／の分布は，
下あごの開きの軸にそった縦に長い分獅の傾向を示し，くちびるの開きが
3～7mm付近の限られた範囲に比較的集中しているようすがみられ，また，
／u／，／e／の分布ではくちびるの開きの変化の大きさに比べて下あごの開きが
限られた狭い範囲（／u／では一1～一4mm付近，／e／では0～3mm付近）
に集中しているようである。／0／にみられるこの傾向は，このような発話速
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度で¢）［o］の円痙性を能率よく実現させることと関係しているように思われ
る。
⑤第16図のいつつの分布をとおして，先行子音が［s，z，c，t，d，n］のぼ
あいの後続母音の下あごの開きは小さめであり，反対に，先行子音がこr，k，
g，h］のぼあいの後続母音，および母音だけの音節の下あごの開きは大きめ
となっている傾向がみられる。
　先行する子音が後続する母音に与える下あごの開きに関するこのような規
則的な影響は，くちびるの開きに関しては，この第16図の各母音の分布をと
おして見出しがたい。しかし，下あごの開ぎとくちびるの開きの両者聞で鶴
果的関係の存在を示唆するような相関係数値を示している／a／，／i／のぼあい
では，顕著ではないが下あごの開きのぼあいにみられたのと同様な傾向がく
ちびるの開きのぼあいにもみられるし，また，くちびるの開きと下あごの開
きの両者問で逆桐関の関係を示している／u／のくちびるの開きでは摩擦音や
破擦音の後続母音の方が，軟口蓋音や［h，rコの後続母音より大きめとなって
いる傾向がみられ，下あごの開きのばあいとは逆のうごきを示しているよう
である。
⑥舌の最高点について特徴的なうごきを示していた［∫i］，［5i⊃を含むとこ
ろのサ行雨，ザ行音，および［ci，　CU］の子音調音時における，下あごの開き
とくちびるの開きの両者による2次元平面図上の分布は，第16図の点線で囲
んだ領域（／i／の分布領域のほぼ下半分の部分に裕当する）にほぼ集中的に分
布して，あたかも前後の音声からの調音結合の介入をがんこに推溢している
ようにみえる。（なお，図示していないが，岡じく舌先を調音者としている
〔n，r，　t，　d〕からはこのような集中的な分布を見出すことがむずかしかっ
た。）子音調音時におけるこのような集中的な分布が，それぞれの後続母音
調音時では，第16図で示されているようにそれぞれの母音領域の中へと独自
の変位をとげている。つまり，後続母＝音が／i／のぼあいではほとんど変位せ
ず，ほぼ子音調音時の分布領域内にとどまっており，／a／，／e／のぼあいでは
下あごも，くちびるも開方向に変位し，／0／のばあいでは下あごは開くが，
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くちびるは逆に閉じ，／u／のぼあいでは下あごの開きはほとんど変位してい
ないが，くちびるがやや閉じる傾向を試している。
5　あ　と　が　き
　文章朗読時における母音の変容の実態の一部を，X線映画資料からえられ
た舌の最高点，くちびるの開き，下あごの開きの3老をとおしてあきらかに
するとともに，そこからえられた若干の特徴について上述のごとき考察を加
えた。
　なお，ここでえられたすべての結果は，あくまで一人の話老によるひとつ
の事例についてのものであるので，おおくの標準語の話者による発話資料に
よってたしかめられるべきである。また，今回，使用したX線映画資料は毎
秒24フレームというおそい速度で撮影されたものであるので，ここでえられ
た計測結果は，最適な撮影速度によるX線映画資料によってたしかめられる
ことがのぞましい。その他，この報告では3種類の発話速度の発音を紺象と
しているが，より多くの発話速度によるものの実態をあきらかにすることが
できれぽ，個々のフオネームがもつ，調音上の複数個の特徴のあいだで，調
音貢献度ともいうべきものについての順位づけ（虚語障害君や外国人が日本
語を学習するさいの有効な情報と考えられる）がある程度可能になるものと
思われる。
　この報告では，朗読文の多くの音節の母音のなかで予想外にきわだった特
微を示した［∫i］の母音を中心に〔zi，　ci，　SU，　ZU，　CU］などの限られた音節の
母音の特微について言及してきたが，今後は，他の音節について，また，舌
の最高点，くちびるの開き，下あごの開き以外の音声器官のうごきについて
の観測結果をまとめてみたいと思っている。
　この報告の舌の最：高点および下あごの開きに関する部分は，日本音響学会
音声研究会（昭和54年3月）で発丸した内容をふくんでいるが，今回，この
報告をまとめるに当り，舌の最高点をより客観的な方法で計測しなおした。
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そのため舌の最高点に関した図の一部に若干の修正が加えられている。
　さいごに，本報告をまとめるに当たり，その一部については，協同研究者
であったもと話しことば研究室長　上村幸雄氏（現在琉球大学教授）の助
言をえた。ここに謝意を表する。
〈注〉
（1）　当研究蜜ですすめているX線映画資料による調音運動に関しての研究の対象
　は，X線鼠取の撮影速度が全巻を通じて24フレーム／秒というおそい速度である
　という理由で，この映画の第1部や第3部のcontextに依存しない独立したCV
　型，またはCVI：CV型の無意味単語の比較的ゆっくりした発話速度の発音に限
　定してきた。そして，これらのものと比べると発話速度のはやい，この映圓の第
　2部の文章朗読資料は，いままで動画の観察までにとどめ定量的な分析をおこな
　っていなかった。しかし，このような日常会話に近い発話速度でのX線映画資料
　は，現在のところ，当資料が准一のもののようであり，撮影速度のおそい粗い資
　料ながら，掛麹に貴重なものであるといえよう。そこで，今回，この資料からの
　調音上の特微抽出がどの程度可能であるか予測できないまま，試験的に，調音器
　官の一一一SSの計測にふみきったわけである。
（2）　この研究を企画する段階で，発話速度のはやい文章朗読を調査対象としたば
　あい，このような撮影速度のおそい粗いデ・一一タから調音上の特徴抽幽をおこなう
　作業に困難がともなうことが予測されたので，特殊な性格をもつ拗音は調査対象
　からはずし，まず，直音のみで予備的な分析をおこなうことにした。
（3）　撮影は棄京大学医学部音声言語医学研究施設の沢島政行・広瀬　肇両氏のご
　好意によって1967年におこなった。くわしくは「X線映画資料による母音の発音
　の研究」聯立国語研究所報告60を参照されたい。
（4）母音の無声化をひきおこさせる条件をそなえている先行子音のうちで，とく
　に，この報告で特微的な結果を示している無声摩擦音や無声破擦音のばあいで
　は，当該音節の母音が無声化しないような環境（後続音節の子音が有声のばあい）
　におかれているぼあいでも，発話速度がはやくなると，その母音の持続聴間は一一
　般をこ非常にみじかくなる性質をもっているので，そのときの母音における調音上
　の情報は直前の摩擦音の狭窄からの開放隠点における情報とあまり差がないもの
　と思われる。
（5）　［∫i］の［i］がやや広めであることを指摘した学説として，服部四郎（1951）
　「音韻論と正書法」P．124をあげることができる。’
（6）　［ni］，［ri］の調音上の特微に関して，上村幸雄氏（琉球大）は次のように解
　　　　　　　　　　　　　　　　154
　釈されている。「［ni］に関して，その億音の舌がよくもちあがっているのは，音
　節［mi］との音響・聴覚的なちがいを強調するための調音であるとも考えられ
　る。」「［ri］に関して，方奮的には第2音節以下の［ri］はしぼしば［r］が脱落す
　るか，あるいは［i］が脱落する。また，いわゆるPレツのまわらない発音でも，
　語中のとくに［ri］は完全に発音されない音節である。しかし標準語の［ri］はむ
　しろ［rlと［i］の両者をよく発音することを規範としている。」
（7）佐藤大和・橋本新一郎（1976），単語音声のタイミングと音韻継続蒋間，日本
　音響学会講演論文集，p．112を参照。
（8）上村幸雄氏（琉球大）は，［su］，［zu］の母音の香の最高点付近は子音調音時
　と比べてほとんど変化がないが，前否の部分がウ列の他の音節のばあい，たとえ
　ば［ku］のそれより比較的高くなっている点を指摘され，［SU］，［ZU］における
　この前論の高まりがこの母音にいわゆる中舌的な音色をもたらして，内省を主と
　した観察者に働］の記号を使用させることになったと解釈されている。
（9）CVI：CV型の無意味音節列の発話の母音における下あごの開きに関しての
　詳細結果については，上村幸雄・高田正治（1973）を参照されたい。
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